
J O C S 祈りの花束 2022 年 9 月 
今月のことば：あなた自身の井戸から水を汲み、あなた自身の泉から湧く水を飲みなさい。（箴言 5.15） 
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1 
自然災害などにおける
医療保健対策の充実
のため（本日、防災の
日） 

2 
新型コロナウイルスによ
って困難な状況におか
れている方々、そして対
応に関わるすべての医
療保健従事者のため 

3 
夏期募金のため 

 4  
雨宮春子ワーカーの
ため（タンザニア） 

5 
JOCS の会員のため
（特に大阪府の会員の
ため。291 名） 

6 
事務局スタッフのため 

7  
新しいワーカーが与えら
れるように 

8 
すべての人に読み書
きを学ぶ機会が与えら
れ、それによって人々
の健康が守られ育ま
れるように（本日、国際
識字デー＊１） 

9 
JOCS の奨学生のため
（特にネパールの奨学生
のため。現在 11 名） 

10 
地区 JOCS の働き
のため（本日、仙台
JOCS きってきっぺ
開催） 

11  
ワーカーの安全のた
め バングラデシュ、
タンザニアの治安の
ため 

12 
ママ・ナ・ムトトプロジェ
クト（協働プロジェクト）
のため（タンザニア） 

13 
保健と医療に関する法
律がどこでも整備さ
れ、心身の健康が公
平に守られ育まれるよ
うに（本日、世界の法
の日＊２） 

14 
タボラ大司教区保健事
務所のため（タンザニア・
雨宮ワーカー派遣先・奨
学生所属先） 

15 
JOCS に協力するボラ
ンティアの方々のため 

16 
オゾン層の破壊によって
健康な生活が脅かされ
ている人々のため。保護
に取り組む諸活動のた
め（本日、国際オゾン層
保護デー＊３） 

17 
理事会のため（本
日、定例理事会を開
催） 

18  
会報誌「みんなで生き
る」のため 

19  
JOCS を支えてきてく
ださった高齢の会員の
方々のため（本日、敬
老の日） 

20 
紛争や暴力の中で心
身を病んでいる人々の
ため（明日、世界停戦
と非暴力の日＊４） 

21 
地区 JOCS の働きのた
め（本日、町田 JOCS 定
例会） 

22 
シロアムプロジェクト
（協働プロジェクト）の
ため（ケニア） 

23  
「古本募金」や「つながる
募金」のため 

24 
岩本直美ワーカーの
ため（バングラデシ
ュ） 

25  
JOCS を支援してい
る教会のため 

26 
武器使用によって健康
を害されてる人々のた
め。JOCS の働きが平
和構築に寄与するた
め（本日、核兵器の全
面的廃絶のための国
際デー＊５） 

27 
使用済み切手収集活
動のため 

28 
ミラノ外国宣教会

（PIME)とその JOYJOY
ジ ョ イ ジ ョ イ

プロジェクトのため（バン

グラデシュ・岩本ワーカ

ー派遣先） 

29 
会員・支援者の増強の
ため 

30 
関西事務局の働きのた
め 

 

＊１：International Literacy Day  
＊２：World Law Day 
＊３：International Day for the Preservation of the Ozone Layer 
＊４：Day of Global Ceasefire and Non-violence 
＊５：International Day for the Total Elimination of Nuclear Weapons 



みことばの黙想      2022 年 9 月 
 
これらの短いみことばは、フランスにある超

教派男子修道共同体テゼの昼の祈りから取ら

れたものです。 
より深くみことばを味わいたい方は、出典箇

所を参照して文脈のなかでみことばを黙想な

さってください。 
聖書本文は、原則として『聖書 新共同訳』

（日本聖書協会発行）をもとにしています。 
 
 
 

 
1 日（木）      マタイ 6:25-34 
イエスは言われた。「明日のことを思い煩って

はならない。明日のことは明日自らが思い煩

う。その日の苦労はその日だけで十分である。」 
 

2 日（金）    ローマ 12:14-18,21 
パウロは記す。「だれに対しても悪に悪を返さ

ず、すべての人の前で善を行うように心がけ

なさい。できれば、せめてあなたがたは、す

べての人と平和に暮らしなさい。」 
 

3 日（土）     １ヨハネ 4:16-21 
ヨハネは記す。「神を愛する人は、兄弟姉妹を

も愛すべきです。これが、キリストから受け

た掟（おきて）です。」 
 

4 日（日）        ルカ 14:27-33 
イエスは言われた。「自分の十字架を背負って

ついて来る者でなければ、だれであれ、わた

しの弟子ではありえない。」 
 

5 日（月）       ２コリント 5:1-7 
パウロは記す。「わたしたちは目に見えるもの

によらず、信仰によって歩んでいるのです。」 

6 日（火）        マタイ 7:1-5 
イエスは言われた。「人を裁くな。あなたがた

も裁かれないようにするためである。」 

7 日（水）          ルカ 17:3-4 
イエスは言われた。「もし兄弟が一日に七回あ

なたに対して罪を犯しても、七回、『悔い改め

ます』と言ってあなたのところに来るなら、

赦してやりなさい。」 
 

 
 

 
 
 

8 日（木）         ルカ 1:39-56 
マリアは言った。「主の御名は尊く、その憐れ

みは代々に限りなく、主を畏れる者に及びま

す。」 
 

9 日（金）       ヨハネ 13:1-15 
イエスは、この世から父のもとへ移る御自分

の時が来たことを悟り、世にいる弟子たちを

愛して、この上なく愛し抜かれた。 
 

10 日（土）      １ヨハネ 4:7-11 
ヨハネは記す。「わたしたちが神を愛したので

はなく、神がわたしたちを愛して、わたした

ちの罪を償（つぐな）ういけにえとして、御

子をお遣わしになりました。ここに愛があり

ます。」 
 

11 日（日）        ルカ 6:36-38 
イエスは言われた。「あなたがたの父が憐れみ

深いように、あなたがたも憐れみ深い者とな

りなさい。人を裁くな。そうすれば、あなた

がたも裁かれることがない。」 
 

12 日（月）             詩編 43 
あなたの光とまことを遣わしてください。そ

れらはわたしを導いてくれるでしょう。 
 

13 日（火）        哀歌 3:54-57 
主よ、あなたは、呼び求めるわたしに近づき、

言われます。「恐れることはない。」 

14 日（水）     ネヘミヤ 9:9-19 
主よ、まことに憐れみ深いあなたは、民を荒

れ野に見捨てることはなさらなかった。昼は

雲の柱を取り去ることなく行く手を示し、夜

は火の柱を取り去ることなく行く道を照らさ

れた。 

15 日（木）       ローマ 8:18-25 
パウロは記す。「被造物は希望を持っています。

いつか滅びへの隷属から解放されて、神の子

供たちの栄光に輝く自由にあずかれるからで

す。」 
 

 
 
 

16 日（金）       ミカ 7:18-20 
ミカの預言。「あなたのような神がいるだろう

か、過ちを赦し、罪を見過ごされる方。主は

わたしたちを再び憐れみ、わたしたちの過ち

を不問にされる。」 

17 日（土）        シラ 2:1-11 
主に仕えるつもりなら、自らを試練に向けて

備えよ。心を引き締めて、耐え忍べ。災難の

ときにも、取り乱すな。主に寄りすがり、決

して離れるな。 
 

18 日（日）        ルカ 16:1-13 
イエスは言われた。「どんな召し使いも二人の

主人に仕えることはできない。一方を憎んで

他方を愛するか、一方に親しんで他方を軽ん

じるか、どちらかである。あなたがたは、神

と富とに仕えることはできない。」 
 

19 日（月）         箴言 3:3-6 
心を尽くして主に信頼しなさい。自分の分別

に頼ってはなりません。 
 

20 日（火）      エフェソ 4:7-16 
パウロは記す。「わたしたちは愛に根ざして真

理を語り、あらゆる面で、頭であるキリスト

に向かって成長していきます。キリストによ

って、体全体は、しっかり組み合わされ、愛

によって造り上げられてゆくのです。」 
 

21 日（水）       マタイ 9:10-13 
† 福音記者使徒聖マタイ日 
イエスは言われた。「『わたしが求めるのは憐

れみであって、いけにえではない』とはどう

いう意味か、行って学びなさい。わたしが来

たのは、正しい人を招くためではなく、罪人

を招くためである。」 
 

22 日（木）            詩編 23 
主は羊飼い、わたしには何も欠けることがな

い。主は、わたしを憩いの水のほとりに伴い、

魂を生き返らせてくださる。 
 

23 日（金）      コロサイ 1:9-14 
パウロは記す。「神はわたしたちを闇の力から

救い出し、その愛する御子の支配下に移して

くださいました。わたしたちは、この御子に

よって、自由と罪の赦しを得ているのです。」 
 

 

 
24 日（土）     マタイ 10:17-22 
イエスは言われた。「引き渡されたときは、何

をどう言おうかと心配してはならない。その

ときには、言うべきことは教えられる。実は、

話すのはあなたがたではなく、あなたがたの

中で語ってくださる父の霊である。」 

25 日（日）     １テモテ 6:11-16 
パウロはテモテに記す。「信仰の戦いを立派に

戦い抜き、永遠の命を手に入れなさい。命を

得るために、あなたは神から召されたのです。」 
 

26 日（月）       詩編 10:14-18 
主よ、あなたは貧しい人に耳を傾け、彼らの

心を確かなもとし、耳を傾けてくださいます。 
 

27 日（火）       ルカ 5:27-32 
イエスは、レビという徴税人が収税所に座っ

ているのを見て、言われた。「わたしに従いな

さい。」彼は何もかも捨てて立ち上がり、イエ

スに従った。 
 

28 日（水）      １ヨハネ 4:7-12 
神は、独り子を世にお遣わしになりました。

その方によって、わたしたちが生きるように

なるためです。ここに、神の愛がわたしたち

の内に示されました。 
 

29 日（木）      ヨハネ 7:37-44 
イエスは大声で言われた。「渇いている人はだ

れでも、わたしのところに来て飲みなさい。」 
 

30 日（金）        イザヤ 12:1-6 
イザヤの預言。「わたしは信頼し、恐れない。

主こそわたしの力、わたしの歌。」 
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